


「溝口郷づくり会」H23年度事業報告

眉皿膠ウ＜月虜
1°触 抑 画
沫法器料

楽しく歩こう
溝口の郷づくり

／

磨瓜邸プく7虐
③ 鱒 車 に 親 しむ 活 動

ロ重要文化財艶巴姓姓の保存に寄与する活動
を実施（勉強会1 閲催、二年参り太股参拝）

口裏良親王、大徳王寺城などの13 0 0年代の歴

史を学習（由緒板設置、　 ふ2　億 ）

口重日蓮廠堂を始め地区に残る「お堂」を研究

ロその他史跡、石仏の紹介や保護に関わる活

勤を実施

J

戯　 ウウ　 ノ爵
＠ ‥．挙 坤 琴 卑 広 く 細 介 す る 活 動

ロ散策モデルコースを改 定

ロ散策ポイントへの違 蛙 を設 置

臼散策マップ（！地 吐 ）を作 成

溝口散籠ガイド「溝口の郷を歩こう」を地区全戸に配布

ロ集客看 板の作 成（見所 紹 介、散 策マップ掲 示 ）
※分抗時バス停、商アルプスむら、南アスーパー林道を予定したが構築物
の設置は儲しい　一 次年度大判ポスター作成を検討。

ロホームページを立ち上げ運 用を開始

ロ勉 強会を開催 （2 回 、記 録を迦迫に収録 ）

恥1r熱田神社と桑田薬師堂J No．2「宗良親王と溝口の郷」
通知を地区全戸に配布し、新聞、CATVにて広く紹介

∫

戚α好クく￥膚
筆 章 碍 噂 の 目 的 r

ロ長 谷 溝 口地 区 の活 性 化につながる活 動を

継 続 的 に企 画 運営 する。

⑨ 溝 口の歴 史 に親 しむ活動

② 溝 口の 自然 に親 しむ活動

‘③ 溝 口を広く紹 介する活 動

具体的には‥長谷地区の数少ない観光スポットである、気曝「分杭峠」、道の
駅「南アルプスむら」、「商アルプス・スーパー林道」に訪れる観光客に、
長谷溝口に残る史跡や自然を紹介し、訪れてもらうことで、当地区の活性
化につなげていく。地域の人たちを活軌こ巻き込み、そして継承していく。
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磨瓜膠クぐ現金
＠ 鄭 卿 こ親 しむ活 動

ロ中央構造線溝口露領を中心とした地質に関
わる学智を実施

ロ山林鹿野における自然観察や保護に関わる

活動を夷施（小犬沢渓流の散策路を整備）
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脚 J会
平 成 2 4 年度活動計画
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以上で

ご報告を
終わります
ご清聴

ありがとうございました
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＜大穂王寺城址プ甜棚
鎌倉時代末期（1333年）、後醍醐天皇に命により足利尊
氏、新田義貞により滅亡の遠をたどった執権北条高時の子
、時行が諏訪氏に養護され、後に尊氏が後醍醐天皇と対
立するきっかけとなる中先代の乱を起こす（1335）年。
その後信濃に逃れた北条時行が、
足利方の信濃の守韻小笠原氏と
4ケ月に渡り戦った難攻不落の
「大穂王寺城」の戦い（1340年）
の場が当地溝口と伝えられている。

▲戻る　　　　　　　　　　　　　23
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≦廃男爵頗真之は芸芸
、729年－749年、奈良時代最盛期）の作とも、室町時代の作とも
言われる。

お堂のしだれ桜は樹齢数百年で、寮長親王が卸を偲ばれて

信濃の国伊那と申す所にて花み侍りしに思い出し侍りける
ちらぬまに立ちかへるべき逢ならば

郵のっと（土産）′に　花もおらまじ

と李花集で詠んでいるのは、この　′
薬師堂の桜と伝えられている。

▲戻る　　　　　　　　　　　　　　2す


